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岩手県水沢鋳物業の特性

初　沢　敏　生

喋．はじめに

　鋳物業は人勝生活を支える産業として轟くから発達

し，明治維新後はll本の発展を支えてきた機械董二業ぴ）

基盤となる産業として成長してきた，，そのため，鋳物

業は機械1二業と瞬様太準洋ベルト地帯への集中を示す

が，そのザ｝で各地に長い歴史を持つ伝統的地場産業

産地が多く形成されている，、しかし，生活様式σ）変化

はこれらの産地σ）中心製織をll用贔から11芸贔・＼と変

化させ，また，機械憂二業の発展は地ノ∫産地における機

械鋳物生産σ）拡大を促した．このような外的条纏の変

化にともない，地方鋳物産地の内部においてもその生

産構造は変化しつつある，，

　しかし，鋳物産業については歴史学あるいは民総学

からび）観究は多くなされているも4）の，その生産構造

に焦点をあてた講究は少ない，、ll本の鋳物1二業の生産

構造をマク郭ぼ的な擬、転がら分析したもぴ）としては宮ド

（欝7船び）醗究があるが，その徳はわが麟最大の鋳物

産地である／継1座雛び）麟究に集中している．その代表

綴として1ま，大規模な実地調査1こ基づいて辮ll鋳物業

を産業裡会的に分析した尾高（緯鍵〉，鱗1『1鋳物業σ）

㍍地要鶴を壕鱗嚢1かξフ検討した1垂絹（1弱3〉，脚1鋳

勃業の生産構造とそれが形成する産業地域袖会につい

て分析した竹内（嬉7瞬，耀ξ1鋳物業摩）発展をそσ）キ

ーバーソンである永瀬庄享雛こ焦点をあててとらえた老

鱗（嬉85／，塀ll鋳物業θ）麿史的推移と醗在び）産地構

造を分析した松井（欝93〉．　1｛に民総学的な擬点から

鱗ll鋳物業σ）製贔と生産構造の特徽それに生落・文化

などについて分析を換えた三羅村G鱒8〉などがあげ

られる』れ、に対し，地方鋳物産地に絶する醗究は少

ない，，桑名鋳輪産地の概要を紹介した阪野（欝7の，

盛鵜・水沢耀ll形の各鋳物産地σ）特織を機観した宮1ぐ

（欝？瞥，鎌形鋳物業の変容を歴史的に検、請した嶺

G鱈紛，近年σ）由形鋳物産地の特徴と隣題点を分析

した事松（樽8嚇，などがあげられる程度である，、こ

れらぴ）中に1ま産地の概要を紹介する1ことどまるも」）も

あり，鑓ll産地に比較して磯究グ）蓄積が大編に峯足し

ている，、

　そこで，本概究では欝乎県水沢議聡露地1》くに窪地す

る水沢鋳物業を事鱗として，その生産構造グ）特性につ

いて検討することにしたい、，

2、水沢鋳物業の統計的掘握

　震手県南都に純麗する水沢潅羽欝地蓼｝嚢ま鋳物の郷と

して舞1られ，約6暮の鋳物葦二場が歳難している』れ1ま

北1二鱗が産幽する良質の鱗砂に恵まれたためで，その

麗史は轟く奉安時代の末期に藤原秀衡が江辮から鋳物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ職人を呼び寄せたのが騰矢とされている、，・江戸時代に

入ると，伊達藩の保護・奨励策によって大きく発展し，

東北地方最大の鍋・釜などのll矯鋳物の産地に成長し

た。戦鋳｝申は・1痔軍需11場1こ転換するが，これを契機

として機械鋳物の生産も麗始，戦後はll用鋳物と機械

鋳物6）双ノ超）生産を進めている。しかし，生活様式寮）

変化にともない，鍋・釜などの1繕1鋳物σ）生産は次第

に減少し，高度経済成長期以降は機械鋳物と海綿鉄器

等グ）1二叢誌が中心的オζ製品となっている。豪た，欝8馨

年代以降はスト婆一トファニチャーなどの大型の建築

金物等σ）生産も始め，製贔σ）多様｛ヒが進みつつある。

　以トにおいては水沢鋳物業」）i勧癖を，まず統計面か

ら控三擬する。
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岩季県水沢鋳勅業の特鮭
（遵675〉

　鋳物業は，水沢産地び）ように中小・零総企業が集積

して形成している産地だけではなく，近代的な大蓄1場

などにおいても生産が進められている。そこで，まず，

ややマク江1的ではあるが，1二業統計表を墓に岩手県の

第壌表　機械辮銃鉄鋳翰製造業の壌荷量・患荷額の推移

鋳物業σ）生産動1海を検討すること垂こしたい（第華表，

纂2表／。なお，「業統計表に1おいては，鋳物は1機

械絹銑鉄鋳物まと「その藏銑鉄鋳物まとに籔分されて

いるため，以ドにおいては講者を懸々に取鞍1二げる。
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第2表　その飽銑鉄鋳物製造業の鐵荷量・鐵荷額の推移
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　至3§，4鶴　　3，§32　　　　2．8

　縫7，暮84　　3，82鞭　　　　3、2

　至3了，馨73　　4，軽食§　　　　2．§

　1韓，灘5　　3，総§　　　　2．7

　雛，723　3，247　　　2、5

　96，至3至　3，2研　　　3護

　麗，鱒5　　4，557　　　　4瀞

　鰺豊，i48　　3，2乾　　　　　3溶

　3蘇，霧総　　蔓，77嘘　　　　雀3

圭響腿ま鴛巨財

　まず「機械灘銑鉄鋳物」の生

産を見ると，跨98年現在，岩手

県の全瞬シェア（藥縫比／は2

％にとどま｛）ている。機械絹銑

鉄鋳物は愛知県が全縫シェアグ）

約30％を占め，以事，埼玉県，

静岡県，大駿府，新潟県の顯に

鹸ぶ．製贔の特性ともあいまっ

て，そσ）生産力の多くは機械工

業の分奮と瞬様，太平洋ベルト

地帯に集中している，、ただし，

岩手県のシェアは長期的に覧る

と，わずかずつではあるが，　11

饗する繧肉を示している，、欝6食

年には嵐荷羅・墨荷額とも倉．3％

に過ぎなかった全麟シェアは次

第に1二無し，欝総年代には群．8～

（｝．9％に達する，，欝鱗年代に入る

とそ窪）比率は1％を超え，　・時

期低ドするものの至9縣年から急

増，1998年には全機シェアは簗

縫比で2．倉％，金額鋤で2．3％と

なっている、，鷺奮県における機

械用銑鉄鋳物の生産は，欝総年

代までは，好溌期には比較的生

産が紳び，不溌鰯に生産が縮小

する傾向が箆られた。これは嚢

髭県に㍍織する£場が埼難察グ）

L場などび）ド請けとして穂綿さ

れることが多かったためである。，

しかし，　豆蟹孫餐三以降は厳しい不

況で全瞬的に箆ても生産鍛が大

幅に縮小する中で，岩手県は逆

に生産縫を増やしている、、また，

墨鋳額のシエアが鐵荷縫のシェ

アを1二瞬っているが，これは器

予察σ）付擁嚢纏生産権が全麟平

均を1二蹴っていることを示して

いる。まだ雛的には小さいもσ）

の，岩手県の機械灘銑鉄鋳勅製

造業は質揮聾こ転換し，中心轡三の
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纂3表水沢鋳暢業の近無の動向
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資料：木沢鋳勃1二業脇瞬綴会資料による

第4表　水沢鋳麹業の規模購工場数〈緯§§年〉

贋類型』1『綿音量雪雲「
資料：水沢鋳鞠至1業編疑総．合資料による

商い鋳物産地を形成しつ／）あると考えられる、、

　一方，1購・1贔・民芸品などσ）「その飽銑鉄鋳物まび）

生産を躄ると，欝§8年現存，岩乗県グ）全懸シェアは鵬

荷鐵で玉．§％，鐵荷額で3、7％を占めている。全鐵的に

見ると，　三藏県が金縷シェアの2纏％以1二を占め，埼薮

県，愛知県，大阪府σ）顧に続いている，，やは穆太宰洋

ベルト地帯への集中が著しいが了機械矯銑鉄鋳物に比

較して，その集中度は低い。これは機械絹銑鉄鋳物は

あくまで中潤製贔であり機械一董二業との連縫が求められ

ているび）に嬉し，その魑銑鉄鋳物は最終製品まで生産

することも多く，立地の詳嫡度が高いためである。、

　零季県のシェアグ）推移を見ると，大きく変動してい

る。鐵荷量は給6§年代から欝欝年代構めにかけて，1

％台を推移しながらも飼年か生産羅を急増させている

年がある。これは疑芸品の占める比率が大きく，流管

び）影響を大きく受けるためである。婚9巷年代は比較的

安定した生産が続いている．　一方，議荷額は婚7§年頃

までに急増した後は比較的安定している．全麟シェア

の変動は大きいが，これは全瞬の総生産額の変動によ

るものである。また，畿荷額の全蟹シェアは一貫して

患荷量の全麟シェアを大編に量二繕っており，付擁緬纏

生産性が非常に高いことを示している．これは，南部

鉄器記代表される岩季県の縫用鋳物のブランド性が強

いためであると考えられる。

地煙5．3％の成長を示すものσ），

鍵．蓼％の減少となっており，変動の嬢は大きい。

ような変化は機械鋳物，

σ），そび）動1輻こは若干σ）差がある。鹸述のように，機

械鋳物の生産は好溌期に拡大する傾癖がある，，水沢産

地においてもこれは瞬様で，総売｝二高に占める機械鋳

物の売L比率は，董9翁年には75％，§2年には箆％に達

している。　しかし，バブノレ経済崩壊後の不況が深亥蟹乞

する鮪年にはその比率は麟％まで減少し，£芸鉄難グ）

占める割合が増大する。ただし，その後は機械鋳物σ）

生産が底堅い中で蒼二芸鉄羅の生産高が減少し，その比

率は無下，董鱒6年には機械鋳物と1二芸鉄雛ぎ）姥率は

重認7年とほぼ講様の水準まで戻った．水沢産地の主要

製贔の一つである南部鉄羅はブランドイメージが高く

安定した需要があるため，産地内では新不況期に強い

商撫と認識されている。そのため，不濁期には機械

鋳物生産から幾芸品生産に転換する工場も少なくな

い。玉9鱒年代の茎二芸鉄器生産の増擁はこのためと考え

られる。しかし，疑芸贔の市場は羅9）れてお穆，亙芸

鉄器だけでは産地のショックアブソーバーとしての役

麟を果たすことは園難である。また，器予察では垂鱒馨

年代半ぱより機械鋳物の生産が拡大しているが，水沢

産地においては，その顕著な増擁は認められ、ない。し

かし，金縷的に機械鋳物び）生産が急減する中で水沢産

　このように，岩手県では機械

耀銑鉄鋳物，その飽銑鉄鋳物と

もに付趨簸蕪生産性が高く，中

’£陸産σ）高い産地－Nと成長しつつ

ある。

　次に，水沢産地4）i霧海を，よ

触詳継に見ていくことにしたい、，

　近年び）水沢鋳物産地の壷矯1を

第3表に示した。過去紛年縫の

勧請を発ると，1二場数は給§3年

をピークとして著ξ二の増減を示

すが，従業鍛数は微増傾向にあ

り，愚去欝年縄で1§％弱の増糠

を示している、、これはバブル景

気の影響のためと考えられるが，

バブル崩壊後のギ況期にもほぼ

横ばいにとどまり，絨少を示し
てはいない、、

　これに嬉し，総売量二轟は1鈴2

年をピークとして鍛箸な増減を

参している脅鯵§2年には欝87年

　　　　　懲96年には鯵92年比

　　　　　　　　　　　　こσ）

　　£芸鉄難ともに見られるもの
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鷹墨県水沢鋳輪業の特権．
（4§？7〉

地霧）生産は商い水準を保ってお警，その愚昧において

生産活動は活発であると誘えよう。

　水沢潅においては，鯵鶴年現在，58」）鋳物11場が壷

弛しているが，こび）うち従業鍛数欝入域1二の1二場は縫

にすぎず，小零継企業が多数を霞める（第4表／。年

購売｝二高の約7馨％が機械鋳物び）生産によるものである

が，その生産は比較的鏡模4）大きいll場に集中し，産

地内σ）多数を占める小零継企業の大部分では鉄藪・騰

鈴等の鉦鼓離華が生産されている酢

　水沢産地においては，ll用鋳物が中心的な製贔であ

った戦藏期まで，2桂の製造鎌（第5表に示した企業

亜および6〉が箏実i1産地を統猛し，強㌶な生産綴織

を形成していた。しかし，戦後になると産地内に纏縫

も4）鋳物製品を取鯵扱う麟蕪雑1崖が歳歳し，また，鋳

麹翌二場σ）いくつかは流通機能を併せ持㌻）製造鐸化し

た、，換えて戦後に拡大した機械鋳物σ）生産は鋳物L場

と機械メーカ丁一との1薮接取磯を増大させ，産地内の生

産構造は大きく変化してきている、、

　そこで以ドにおいては，このような背離を持つ水沢

鋳物業び）特徴を，境地講査に基づき明らかにする。な

お，現地調壼は欝97年8ヂ1に実施，27縫から有効雛答

を得た。

3．水沢鋳物業の生産・流通構造の特徴

　調査企業の概要を第5表に示した。

　まず，麟業年を見ると，27社のうち5祉が江押時代
の禽垂業，　5縫1が大豆妊～緯書群1戦轟ず事茎窮の震彗業と，　r暫くカ、畜）

続いている企業が多く，産地撃）歴塗が感じられる。年

購生産額を見ると，産地内の最大企業である企業茎が

第5蓑　調室企業の機要

　　　　輔生壁華纏・巨懲工
　　　　蔓2億霧　　　　鰺叙麓／　　　　　鰺52

　　　　8繕鍔　　　　9綴蓋5／　　　　　幣3§

　　　　§億碧弩　　　　6叙？〉　　　　　　翌8垂2

　　　　3、S億霧　　　3蔓〈鋤　　　　監響7至

　　　　3看藩讐　　　　33㈱　　　　　　至848

　6　　2億鍔　　　麓（豊里〉　　　至852
　7　　亜．7憶舞　　　　豊2（4〉　　　　　　欝52

　8　亜．3憾跨　　　玉2（4／　　　　至952

　9　　　i億1王1　　　　欝（3／　　　　　　i粥3

　欝　　8，暮暮§万講　　　騒ω　　　　　　豊警憩

　蓑　　7，馨巷。万謬　　　欝（5／　　　　　　欝欝

　鷲　　5，§§暮万霧　　　3（里〉　　　　戦蕪期

　墨3　　3，む§§万1董1　　　3ω　　　　　　欝2董

　至善　　2，5§§万難　　　　3（塾／　　　　　　欝欝

　降　　2，暮春蓼万1彗　　　至（鯨　　　　　　欝72

　壷6　　　　璽，8｛》（華寿彰彗　　　　　　i（§）　　　　　　　　　　童｛肇8｛》

　買　　董，59魯万跨　　　2（劔　　　　　戦鋳期

　玉8　豊，鱒倉が胃　　韓〉　　　鵬奪

　欝　豊，3魯倉万霧　　2紛　　　　隈§
　2奪　　垂，轡蓼春万難　　　量紛　　　　　　簿82

　2豊　　董，講書芳野弩　　　量（§〉　　　　　　欝67

　22　　　　6§《｝万霞　　　　　舞．A．　　　　　玉947

　23　　　5春夢万円　　　　玉翰〉　　　　　　茎9醗

　24　　　　　45｛｝フyぎ工墨　　　　　　i（§〉　　　　　　　　　　i§8（｝

塵ll▽，江．還」、

中心製贔

｛二芸轟轟中心

機械鋳勅中心

機械鋳勃中心
更1蕪贔中’む・

i工芸品中’む

機械鋳物中心

L芸1贔中心

至二芸贔中心

機械鋳物中心

機械鋳勃・｝芸品

工芸品

亙二芸贔

董1芸品

夏1芸贔

箪篶部品・鉄藏

至1芸品

i二芸品

機械鋳物・董工芸贔

董1芸贔

王1芸贔

鉄瓶のつる

『1芸品

、至二芸熱

鉄瀬の！）る

工芸品

蒼色工程θ）み

特殊製品

．至 善三な受涯完

中央・弛むの鵜渥．，薩簸

機械メ…カー

海餐レ機械メーーカー

中央の難縷

中央の1舞1渥・小売繕

機械メーカー

東京の夫妻雑貨繕至

1難病の1難美嚢，メーカー

6麟は産地内の下請

機械1ま直接，　1二芸品は地元灘崖

竃内び）1講縷

海内の絶崖と製造舞

ノ郵売農に痘接鐵羨

産地1妻1握7割，小売繕3塞

箪笥部羨ぎまメーカー，鉄懸華ま蕪：簸

欝β％受涯生．産

企業董ほか2歓び）事請け

箪笥金具・機械とも直接縷荷

魏魏内の鷺渥と製造舞

警雛％は地IK内の企業のド請け

欝参％受涯生産

企業董などの下請け

地1裟内び）鐸饗慧．

企業1の下請け

欝倉％受淺生産

企業重，3などの下請け

奮、業茎などの下請け

「
…
「

＊パートは除く。繕懸内は女性従業嚢数（内数〉。資料：欝1き｝敦雑調査によ鞍｛乍域1硝
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（窪678） 嬬島大学地域鋳造　第欝巻　第2号　2縫2．i

欝億1エ1を超えるもの」）遜半数ぴ）企業は重億1璽こ満たな

い。また，企業び）過半数は従業員数が4人以ドであ弩，

小零細企業が多数を霞める。しかし，水沢産地におい

ては竹内（給7嚇などが購簾1産地の観究において指摘

したような，后1分のキューポラ等を持たずに「買場ま

によって生産を行っている業者は存在せず，たとえ燦

摸は小さくとも，すべてグ）11場が溶解炉等の生産設備

を保有し，藍建）燦料等を調達して生産にあたく）ている、、

そのため利益率はかなり縫いものと推灘される，、

　製品は大きく機械鋳物と罫1芸鋳物に野分される。産

地全体では機械鋳勃び）生産額が大きいが，機械鋳物を

生産している企業の多くは従業鐵数3§人以を1の比較的

鍵模の大きなも6）に罎られるため，事業瓶数で見ると

し芸贔を生産しているものが多数を霞める、ただし，

£芸晶を生産している事業所ぴ）中にも緯模σ）大きなも

のは多く，董1芸品の生産がそのまま燦模び）零継性につ

ながるわけではない。

　機械鋳物としてはコンプレッサー部贔，水道罵贔，

印麟機械離贔，1二作機械無品，繕琴機部品等，企業に

よってそσ）製熱の種類は大きく異なっており，企業闘

¢）連雛縦iはほとんどない．また，製品は高い贔質を要

求される労でコストダウンの要求も強く，量産を強

いられる領海が強い．機械鋳物を生産する1二場が比較

的矯模8）大きいもσ）に限られているのはこのためであ

る，，しかし，機械鋳勃を生産していても，大企業グ）系

麟トにある等，餐常的な受洗を受けることができる企

業は企業2，企業3などの・離に眼られ，絹牽一箸産地な

ど萢産地の一二次卜「講以ドの位置にある企業も少なくな

い。そのため，水沢産地の機械鋳物生産は景気変動の

影響を受けやすく，決して安定的な生産動織を示して

いるわけではない。こσ）ことが，水沢産地の動1餓こ大

きな影響を与えているのである。

　一方，11芸品では風鈴と鉄瓶が中心的な製熱となっ

ているが，そび）飽に茶釜・灰羅・鍋等の生産も行われ

ている。水沢産地は紅海部鉄器まの中心的な産地であ

り，風鈴と鉄癒のネームバ辞ユーが高く，恒常的な需

要が存在している。そのため，機械鋳物を中心製品と

する企業においても部において［1二芸鉄羅を生産した

り，外注で確保するなどして，蓉縫製晶の夢ストの中

に工芸品を入れることが多い。

　工二芸鉄器は機械鋳物とは異な鯵見込み生産が轡能で

あるが，実際には在庫負極に雑えられない零細規模6）

企業が多いため，問屋や製造卸からの受涯生産を行っ

ている企業が大部分である、ただし，芸徳性の高い工

芸品を生産する一一部の企業では，観入涯文や展覧会等

での展示簸売を中心とするもび）も見られる。

　機械鋳物・｝二業贔と宅）に基本的に単独工場内でσ）一

貫生産が基本となっているが，鉄瓶のつるだけは奪轡

び）企業が生産にあたっている、、羽欝地籔にはつる製造

業者が3軒存在してお穆，繍会的な分業体舗が形成さ

れている，、こσ）飽に注1妻できることとしては箪笥金具

の生産があげられる，，水沢市1こ隣接する江牽1群発ま「碧

羅堂箪篶凄の産地を形成しており，そこで必要な金翼

は水沢産地において生産されている、、水沢鋳物は周辺

地域における地場産業の生産連関の一環を形成してお

り，その存在意義は大きい。、

　漂料は製熱にかかわらず基本的に瞬じであるが，購

入ルートは機械鋳物生産業蓄と11芸熱発産業者との覇

で多少の差異が発られる。菱1芸贔生産者は原料の大海～

分を産地内に・k地する綜料闘崖から購入している。こ

れは前述ようにi1叢誌生産者の大蒜分は零纈業者であ

るため，原材料についても余分な在癒を持つことがで

きず，頻繁に少縫ずつ購入する必要があるためである。

こび）ような取引形態が多いこともあって，産地内グ）簡

継が簸売する療材料ぴ）緬格は比較的轟いものが多い。

そのため，ある程度」）まとめ買いができる燭模の大き

な企業や量産が中心の機械鋳物生産業者などは輪台や

東京の商桂と鍛耀し，コストダウンにブ）とめている。

　次に生産設備について検討することにしたい、、水沢

産地においては欝73年よ馨通産省の構造改善事業によ

って設備の近代化，機械化が進められたが，比較的燈

模の大きい企業で鵠勧造型機や砂練り機が導入された

縫は，成形11程の大部分は練然として訴作業で行われ

ている。これは，特に1二芸贔生産においては，機械化

によって製品の晶質が落ちるためである。そσ）ため，

機械化を進めているのは比較的安緬な製品を難産して

いる大規模工場に限定されている。しかし，そび）一方

で大部分9）企業が成形癩iしの部には機械を導入して

いるため，全工程をすべて墨作業で行い伝統工芸…t；の

指定を受けている者は少ない。

　溶解炉は前遽のようにすべての企業が保喜してい

る。一部の企業では多贔種小ロット生産に婦応ずるた

めに電気炉を導入しているが，電気炉はコークスを利

篤したキューポラに比較してコストが約2倍かかるた

め，多くの企業ではキューポラを秘濡して生産を進め

ている。郵買湯嵯は美96馨年代以麟には小燈模ながら晃

られたとのことであるが，水沢産地では買場は■一般的

なものではなく，礎在は存在していない。

　このように，企業が零細であるにもかかわらず設備

等への資金が必要になるため，従業員の給㌻等は総じ
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震饗県承澱鋳輪業の特鱒三 （46獅

て縫い』のような労働条牲の悪さが厳しい労働環境

とあいまって，若年労働プ躍）率足をもたらしている、、

　それでは，鋳勃業に従事する労働者はどび）ような特

性．を持っているのであろうか．

　各企業での弾き皺む講奮によると，従業碁詔）率均年

齢は燦模1の大きい企業ほど纂：音許重る季難癖が認ぎ）られる

が，鎗歳代麟半から弱歳代離業程度までび）企業が多く，

高齢化が進んでいる．また，事均勤続年数を箆ると比

較的幾模の大きい企業では欝年から20年程度σ）も6）が

多いび）に鰐し，零継緯模の企業においては騰年以1二に

及ぶもσ）も珍しくない，，このことから，幾模σ）大きな

企業ほど労働力び）流動牲．が轟いとも考えられるが，臨

き取箸調査と後述するアンケート調査によれ、ば，燦模

の大きい企業において翰続年数が短いのは中途採矯者

を多く雇用しているためであり，労働プ擢）流動韓三はあ

第6表　従業貴の平均年齢・平均給与

　　　　　　　　　　　　・平均勤続年数

下露鷺野
　　　　紛議　　　欝万鍔　　　　婚年　4
　　　　薦歳　　　　翼．A．　　　　瞬．A．　5
　　　　48義i糞　　　　　醤．A．　　　　　　で噸．A．　6
　　　　3巷議　　　　鰺房彗　　　　　6年　7
　　　　47歳　　　25ガ灘　　　　2食年　8
　　　　53歳　　　　2春万1騒　　　　玉書年　9
　　　　鎗歳　　　　聖7寿霧　　　　欝年　鱒
　　　　鱒歳　　　　綿方円　　　　　8年　雛

　　　　舞．A．　　瞬．A．　　　舞、A．　董2

　　　　谷倉歳　　　　醤．A．　　　　煙．A．　至3

　　　　鐸、A．　　25扉彗　　　2食年　越

　　　　蒲藏　　　2§万羅　　　　鵠年　監5

　　　　韓歳　　　　鐸、A．　　　　17年　絡
　　　　騰歳　　　2§万響　　　　3§年　圭7

　　　　懇歳　　器万1彗　　　2§年　灘
　　　　53歳　　　馨．A．　　　　34年　欝
　　　　懸歳　　　　翼．A．　　　　縷7年　2§

　　　　翼．A、　　　鍵．A．　　　　3§年　2董

　　　　　　　　　　事業茎三のみl
l　　　　　　　　　　事業、｝三のみ

陸圏撮機

まり高くない，，また，零継橋模σ）企業で嚢続年数が長

いσ蝿ま，従業携のかなを）σ）離分が家族あるいは舞族で

あることが多いたダ）であることが認められた，，

　従業員の賃金についてみると，零細企業の一難にナ1

給鱒璃董1以1二び）ものが認浸）られたが，これは家族従業

鍵を対象としたものであり，通常は弩総務万轡か婁）25

万1｛1程度である（第6表／、，蕪遠の年齢と合わせて考

えれば，かな鯵低い水準に押さえられていることがわ

かる、、

　従業鍵の繕住地域をみると，磐1蔓1地籔及びその編遷

鍵鍾叢1こ居住するも」）が7審ll以葦二を霞める企業が遍半数

を占める（第ン表／．羽1墨1地熱は鋳物業を中心産業と

する襲撃的な住11混在鍵舞糞である、、竹内（欝7㊧は耀

l　l市の鋳物業地域をl　l二地利繕1二は住・11涯老荘形態を

示してはいるが，機能的にみると，昼間繕住者と夜商

　第フ表　各企業の従業貴の藩柱地
　　　『㎜マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　”　　　　　　　　一一　一一一一「

資料：瞬iき玉敷弩調査によ吟作成。

　
業

一
　
企

「
［ 灘駆「それ嚇

およびi
瞬遣瀬翼iの毒内
　　　　、車

　　　き7巷％　i　　蕎％

水沢率由から7§％

水浜賭f内から7暮％

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

？
§
§
§
§
違
暮
§
倉
3
暮
暮
書
巻
暮
暮
轟
§

8
7
5
5
7
7
5
陰
倉
3
碁
倉
暮
春
5
暮
§
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
亜
　
豊
　
豆
　
茎
　
　
　
｛
主
　
蔓
　
一
圭

　　○％

　3春％

　　○％

　　○％

　　○％

　　○％

　　○％

　量5％

　　§％

　　魯％

　　G％

　　彗％

　　蔀％

　　巷％

　25％
　　○％

　　倉％

　　唇％

事業主のみ

事業鋭のみ

ポ警　　外

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

5
§
§
3
昏
§
磐
融
6
馨
5
巷
7
G
巷
§
暮
暮
G
O
O

2
3
5
重
　5
5
3
2
5
喋
　

6
　
　
　
　
2

！継☆」
資料：騒ぎ取琴調査1こより｛馨戚。

一？3一



（4総毒〉 篠羅大学地誠鱗造　第露誉　第2号　2縛2．i

居往者の・致，経常者・従業者ぴ）地縁性ぴ）強さ，それ

に闘連商1業や諸機縫の存在まなどからr産業地域縫

会まと規定したが，水沢南辱群｝1地区も全く鶴様の状態

であると誘える、，

　こび）ような特性をさらに難しく縷説するため，今繕

の輝き取り調査を行うにあたって，従業員数3む入獄1二

の1二場を講象として従業員へ拶）アンケート講沓を敏頼

した．その績果を示したのが纂8表である，，有効鶴答

（現業職に譲るHま野性欝私，女性5名と少なかった

が，水沢鋳物業従餐者ヂ）特徴グ）藤をと粧）えることは

纏能であろうと考える。以ド，検討する。

　ここで涯llされるび）は，現在勤務している企業へσ）

勤続年数が疑いことである．2つ以1二の鋳物1二場に勤

務した経験があるのは壁鏡鞍）2麟だけであり，労働者

σ）流動性はきわめて低い，、年齢に比べて勤続年数が短

いび）は，縫の職業から転職してきた者が多いためであ

第8表　水沢鋳覇業鍵業者アンケート

　　　　　　　　　　　　　脱腸従事　　　擁駿　　　轡㌧鋤簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車
　勇姓

　　　　　　　　　　　　　　玉年　　　　豊8　　　　　　　45年　垂　　64

　　　　　　　　　　　　　豊6　　　　　2罐　　　　　　　　垂幕

　　　　　　　　　　　　　豊8　　　　　28

　　　　　　　　　　　　　董8　　　　　24　　　　　　　　董8

　　　　　　　　　　　　　　§　　　　　2（）　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　重モ　　　　　23　　　　　　　　35　　　　5G

　　　　　　　　　　　　　l32　　　　　24　　　　　　　　32

　　　　　　　　　　　　　2｛｝　　　　　24　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　25　　　　　25　　　　　　　　25

　　　　　　　　　　　　　　8誓　　　　　　　　8

　　　　　　　　28　　　　　22　　　　　重3

　　　　　　　　3　　　　　　　騒　　　　　玉5　2　　57
　　　　　　　　2§　　　　　29　　　　　　玉5　3　　5§

　　　　　　　　1淫望　4　　48
巨⊥・・

る，、尾轟（茎鮪嚇などは／蹴1鋳物産地の調査から鋳物

業従事煮び）流嚢姓が高いことを指摘しているが，これ

は時代背寮が異なることに繍えて，簿溝雛と農村講欝）

差が大きいためであると考えられる。すなわち，農村

部においては各種の社会的な露孫が濃密であるため，

£場などを変わること1こ講ずる抵銃が大きく，頻繁に

11場を移る者は蜷三域糞1会にお鮎・て詳｛藪されない｛獲麟1が

強い，，こ窪）ことが労働力紛流動姓を低め，労働者の1二

場へび）定着を進めていると考えられる，，

　労働鐸欝lllについてみると，　’認に長時瞬労働がみら

れるものの，おお、柔そ汁18時雛，遷511麟が定着し

ている、、労働条件び）改蓉が進んでいることがうかがわ

れる，、しかし，多くび）従業煮の学麗が中卒であること

もあい豪って，賃金はきわ屋）て低い。弩給は，ほぼ年

齢に騰係なく，磐性では欝芳潤から器拶1翌L女性では

鰺方響から繕万1董1に琴㎜ぎない，、このことが劣悪な労働
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淀；鋳物従事・蓋1場健箏とは，そぴ）人が鋳勃業に従事してか9）とその筋塀に従事してからの年数を示す。

　　ヌ舞更の挙位は万欝。

　　羅住地4）記募｝は以ドび）通む．

　　ア1羽1緯懸ヌiまたは趨遣地区。イ：その懸σ）水沢緒言内．ウ：水沢海外。

　　脅職家族，うち鋳勃とは，瞬鷲家族のうち壱職考が彎入いるか，そのうち彎入が鋳輪業に従事しているかを溢す。

　就職方法ぴ）記1｝は以ギの通鯵である．

　　ア：職安グ）紹介．イ二桁物込み広毎・ビラ。ウ：知人の紹介．エ：鱗嫡総係があった。

資料：アンケート調査1こよ鞍作威。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
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鬢茎県承澱鋳物業の特輯三
（468玉）

簾箋とあいま！）て，若者孝）獣業を滋沙させている燦鶉

であると考えられる，、

　こぎ）ような低賃金であるにもかかわらず，多くの者

が鋳物業に従事しているの鼓，鋳物業がこの地域に根

ざした産業であるためと考えられる。，婚名のうち蓑名

は癒内に継｝住してお彰ヲ，饗雛三では欝麟拶）うち7黎が篠

入からの紹介で就職している，、譲た，家族で職を持！）

ている餐1ま2§名にのぼるが，そのうち欝名が鋳物業に

鍵箏している。こび）地域においては鋳勅業と地域社会

とが密接な鷺孫を持っていると、言えよう，，このような

疑会的な結びつきが水沢にお罹る鋳物業σ）箕立基盤の

一つとな／）ていると考えられる，，

　し、かし，このような社会的な結びつきをもってして

も1一分な労働力を確保すること1ま繕難で，水沢産地で

は難常的な大釜撞く足に簸叢されている，，これは若年労

働力の確保が麟難にな／）ていることに換えて，か・）て

水沢鋳物グ）生産を支えていた講透地域ぎ）農業従事者

が，　1二場の進講などによって領常的な兼業先が確保で

きるようになり，鋳物業に従事しなくな｛）たためであ

る，，求た，労働条件が厳しいため，近年では縁故採用

による労働力の確保も瞬難になってきている。そのた

め，各企業ではし｝ターン毒聖者などを対象として中途

採用σ〉確．保にカを入れている．

　こび）ような状溌であるため，従業鍵教官も比較的簡

単なものに醸足して行なわれている，，多くの企業では

新入桂雛の教育難ll嶺ま窒ヶ月程度に遜ぎず，後1ま境場

でグ）O　J　Tによって装備を習得することが求められて

いる。そのた彦），どうしても労働煮の披講力は紙ドせ

ざるを得ない。、機械の導入は，このような人手不建と

未熟練労働者の増糠をカバーすることを，もう　一つの

ll的としていることが多い，，しかし，このような生産

体麟ドでは，労働者がかっての徒弟鱗度ドで習得した

ような蕩度な技術を習得することは瞬難で，長期的に

は産地の技術力が低ドするのではないかと懸念されて

いる，、

　次に，水沢鋳物産地の流通構造について検討するこ

とに』したい，、

　水沢産地の｝三要製品は大きく機械鋳物と蓬1芸贔に区

分されるが，比較的燈模の大きい企業においては，ど

ち夢）かを中心としながらも講者の生産を行っているケ

ースが多い．これは雛気変動に備えて，危険分激を進

めておく必要があるためである。ただし，講者の流通

遜程は全く異なる。

　機械鋳物は源則として受涯生産であ翰，発涯煮へσ）

藏接納贔されるのに薄し，11叢誌は受注生産び）飽，見

込み生産も行なわれている・，また，1二芸贔は製造締と

しての機能を持っている韓社かを除けば小売繕等へ直

接納贔されることはまれであ韓，産地内の縫羅または

製造鎌が流通の要としての役盤1を果たしている』れ

は生産1場の人離分が零細企業であ蓼，販擦の1糠1は

もちろん，包装や箱詰めなどの£程を内灘建1すること

も繕難で凄）るためである、，しかし，大部分4）企業は瞬

時に複数の取引先を確保しており，闘鍵・製造舞舞）産

地の支醍メ蕪ま小さい，，

　繭述のように，水沢嚢地縁戦1難糠こは金業裏および

企業εによって統揺されていた，、しかし，戦後，企業

鱗ま1三要製蕪を11芸熱から機械鋳物に転換し，産地内

の企業へぴ）影響力は紙評した、、これに対し，企業董嫉

比較的戦藩からの形態を色濃く残してお弩，産地内に

ド譲企業群を緩織しているが，それらにおいても企業

1び）奪羅的なド套濤となっている企業は少なく，企業玉

の影響力も艶対的なものではない。これは，戦後，水

沢産地内に多くのllll鍵・製造課が㍍弛したためであ

る，，

　今麟ぴ）講奮においては，齢企業に満たない産地内に，

少なくとも5密1ガ）1講毒雛と7妻1ガ）製造舞が存在すること

が確認できた。このような多数の流通を撫’難ずる業者

が存在することが，特定の闘羅・製造雛σ）統擬｝ノ」を低

rさせ，各企業6）独寛性を強めているもぴ）と考えられ、

る。また，これによって各企業グ）取撰は錯綜し，安定

性を欠く、襲うになってきている、，こび）ような取畷構造

の不安定さは，麟述ぎ）ような技術伝授の過程における

企業と労働者あるい1ま労働者鱗茎翌＝の織｛メ《）きの弱さと

あいまって，産地内における企業鵜の結びつきを弱め

ることになった，，　一般に，職人の縫罫においては親方

と弟緯）濁係は非常に強いもσ）であ掌｝，弟許が種壷し

た後もコ）闘孫は続く。，鋳勅産地においてもこれは瞬

様である，、しかし，水沢産地においては義方と弟許と

の雛係は非常に希薄であむ，弟君ま独立後，綴方の翌二

場と全く縫孫を持たなくなることも珍しいことではな

い。この練鑓としては，徒会全体として人懸濁孫が爺

薄となっていることに粧えて，鍛畷関係が錯綜してい

るために親方の役麟を果たす比較的蔑模の大きい企業

が流通藏のイニシアチブを握れないことが多いためで

あると考えられる、、

　こび）ような奮1業醗凄の絃びつきび）薄さ1ま，各企業の霞

由な活嚢を保証する一方で，産地としてのまとまりを

欠き，産地の存続構造を変質させていく醒能姓がある。

これから産地の存立基盤がどのように変化していくの

か，また，それが地域社会にどび）ような影響を撃える
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のか，今後の検討課題としたい。，

4．おわ》に

　以と，擬き取鞍調査とアンケート講査に基づき，水

沢鋳物業の特性について検討を粧えてきた，、これによ

って瞬らかになったことは以ドの逓馨である，，

　①水沢鋳物産地は機械鋳物と伝統的な『11芸鋳物の双

　　方を生産しているが，その中心は機械鋳物になつ

　　ている，、

　②産地内に立地する企業は歴史が亙栖・もび）が多いも

　　のの，大部分は従業総数5名以ドσ）零織11場であ

　　る，、

　③機械鋳物σ）製造業者は，その製贔特権から比較的

　　規模の大きいものに猿られ，零纈業者の製品は1二

　　芸贔に集中している，、ただし，11芸鋳物グ）製造業

　　者にも規模の大きいものも見られる。

　㊧機械鋳物は藏接発漉煮に納鵡されるが，1二芸贔は

　　産地内6）llll爆あるいは製造翻からび）受注生産が中

　　心で麦）り，これらを経由して議荷される，，しかし，

　　燦在び）水沢産地は産地内1こ流通業者が乱謝してい

　　る状態であり，鍛瞬は錯綜し，lll握や製造翻が産

　　地を統揺するカ1ま弱い。

　⑤11場と従業暴σ）居住地域はほぼ一致しており，従

　　業員グ）家族グ）鋳物業へσ）従蓼煮も多い』のこと

　　から鋳物業と地域社会との結びつきが緊密であ

　　弩，産業地域社会が形成されていると考えられる。

　⑧しかし，労働条件の悪さなどから従業員の確保は

　　難しくなってきており，未熟練の中途採羅者に頼

　　らざるを得ない，、そのため，多くσ）£場では機械

　　を尊人してそれに対嬉しているが，畏鱗的には技

　　術レベルの紙ドが懸念される，、

　⑦コ）ような水沢産地8）生産・流通構造σ）特徴は，

　　産地としてσ）まと叢りを弱め，その存続構造を変

　　質させていく鍾能縦を持っている。それが地域社

　　会に耀える影響も含め，継続的な醗究が必要であ

　　る。

　本羅究を進める1こあた鯵，水沢鋳勅工業脇講綾合を1まじ

ぎ），多くの事二場に簿1嚢話にな鞠髪1ノた。感謝馨し11げます。

　奉羅究にあた鯵，宗形健一，伊藤洋一，緯夕記髭，詰油

糟蕎の各氏に調査の鶴寿をいただいた、，本稿1ま欝％年度ll

本地運学会春季学講大会において，　11記灘氏とともに箕購

発表した内容に麟1纂修配したものである。、

　本醗究の部に，支離雀科学醗究費補助金（軍威8～鎗

年度，基盤暴究A歪，蓬藩｝髭会計藪とま玄ヲづく鯵の歓会的

基盤に聴する経験的醗究，醗究代表毒　綴本秘孝，課題番

号鑓3§欝禦〉を髄賭した薙
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